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無事故の歳末 明るい正月

栃木県 華厳の滝

建設業労働災害防止協会千葉県支部京葉分会
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出　会　い
　今年この歳になって念願の娘ができました！！

　女の子のいるママ達をいつもうらやましいと思っていました。

　娘と一緒に旅行したり、お芝居観に行ったり、恋バナした

り・・・これからは少しそういったこと味わえるかな！ と思える人

生に係る嬉しい出会いでした。この出会いは私にとって大き

な価値ある事だと思っています。

　「人が生きているのは神様が必要だと思っているから生か

されているのだ」という言葉を時折耳にしますが、出会いもまた

偶然の出会いというよりはやはり神様のお導きの元、出会っ

ているのではないか・・・

　夫婦になったり、親友になったり、仕事のパートナーであっ

たり、時には何かに対する敵であったり、出会って色々な形で

お付き合いしていくうちに、何かしらの影響を受けて、自分自身

をまた相手を成長させて行くのではないだろうか。

　今回この雑感の記事のテーマをあれこれ考えている中で、

この数年の自分に起こったことで、一番大切な出来事だった

のは何か？それはたくさんの方 と々の出会いではなかったのか

と改めて考えました。

　特にコロナの始まった頃より、悲しかったり、寂しかったり、

辛かったり、といういくつもの別れがありました。

　そしてまたそれと同時に素晴らしい出会いもたくさんありました。

　尊敬できる方、共感できる方、頼りにしたくなる方、親身に

なってくださる方、面

白い方、可愛らしい

方・・・

　今まで私の周りに

はいなかったような

方 と々の出会いもた

くさんありました。

　その時は自分にとっての試練の時と思って、早く3年も4年

も経ってくれたら、少しは良くなっているのではと思いながらこ

の数年過ごしてきましたが、その中で本当に多くの素晴らしい

出会いに恵まれ、まんざら試練の時ではないのかも、出会いの

時だったのかもと思えるようにもなりました。

　今日までやってこれたのもその方々のおかげです。

　人と出会うという事は人生にとって、刺激であり、向上心で

あり、心を豊かにするものであり、喜びを生むものであり、時に

は悲しみを生むものかもしれませんが、かけがいのないことであ

ることは間違いありません。人生振り返って小さいころから現

在に至るまで私という人間を生み育ててくださった多くの方々

との出会いに、心から感謝します。

　またこれから先の素敵な出会いに大きな期待と幸福感を

持って、前向きに頑張っていこうと、2025年も素晴らしい出

会いがあることを楽しみにしている今日この頃です。
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　明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げま

す。また、日頃より当分会の運営につきまして、ひとかたならぬご支援、ご協力を

賜り、厚く御礼申し上げます。

　当分会は昨年、通常総会、全国安全週間及び全国労働衛生週間の説明

会、県外優良事業所見学会など、会員をはじめとする多くの関係者の協力を

得ながら、多くの事業を実施することができました。

　また、各種表彰関係では、１０月に東京ビッグサイトで開催された全国建設業

労働災害防止大会（創立６０周年記念大会）や、１１月に浦安市で開催した当分会の「第２９回建設業労働災

害防止大会」において、優良な安全成績を収めた事業所そして個人を表彰し、受賞者の皆様の労働災害防

止に向けた積極的な活動に改めて敬意を表させていただきました。

　さらに、当分会ではその他の活動として、昨年も管内の各市（市川市・船橋市・浦安市・習志野市・八千代

市）に対し、公共工事等における入札参加の際、発注者から当分会員へ加点等が受けられるよう要望してま

いりました。

　さて、建設業は、地域のインフラ整備や経済活動を支え、災害時には生命と財産を守る重要な役割を担って

おります。しかしながら、昨今、技術者・技能者の高齢化と若手入職者の減少から人材不足が喫緊の課題の

一つとなっており、その解消に向けて働き方改革の推進や労働水準・待遇の改善などが急ピッチで進められて

おります。

　一方、建設業における労働災害は関係各位の地道なご努力により、長期的には減少傾向にありますが、建

設業の死亡災害が依然として全産業の中で一番多い業種であることには変わりなく、建設業が活力と魅力の

ある産業として、今後も更なる発展を遂げるためには、これまで以上に安全で安心して働くことのできる魅力あ

る職場環境づくりが非常に重要となってきます。

　当分会では、更に労働災害を減らすため、より多くの事業者に技能講習や安全衛生教育を実施している建

災防に加入して頂き、千葉労働局などが実施する説明会への参加や法改正への対応など、いち早く情報を

入手して頂くことにより、労働災害防止へと繋げることができると信じております。

　そのような中、本年におきましても、労働災害防止に向け積極的な活動をして参りますので、会員の皆さまに

は今後ともご協力を頂き、引き続き「死亡事故ゼロ並びに無事故・無災害」を目標に掲げていく所存であります。

　最後に、本年も関係各社の皆様方の益々のご健勝とご発展を、さらには安全で安心できる明るい年となる

ことを心よりご祈念申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ  分会長
髙山 貴子
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　11月15日、浦安市内のオリエンタルホテル東京ベイに

おいて「京葉分会第29回建設業労働災害防止大会」

が盛大に開催された。    

　開会に先立ち、労働災害で亡くなった方々に黙祷を

捧げた。続いて、周郷大会実行委員長による開会のこ

とばの後、主催者を代表して髙山分会長は「建設業に

おける死亡災害は依然として全産業の中で一番多く、

建設業が活力のある産業として今後も更なる発展を遂

げるためには、魅力ある職場環境づくりが非常に重要

となってくる。今年度のスローガンである『仲間の声で危

険を防ごう　未来へつなぐ職場の安全』を念頭に労働

災害防止活動の大切さを再確認し、災害ゼロを達成す

るために尽力することを誓う。」と言明した。

　次に来賓を代表して塩田康夫船橋労働基準監督署

長、松戸徹船橋市長、田中甲市川市長、宮本泰介習志

野市長、服部友則八千代市長、内田悦嗣浦安市長、

古橋保孝千葉県葛南土木事務所長、堀内利男建災

防千葉県支部専務理事、船越博文（一社）千葉県建

設業協会副会長が祝辞を述べた。

　続いて、年間無災害事業場表彰が行われ、船橋市９

社、市川市３社、浦安市２社、習志野市２社、八千代市

１社の計17社が受賞し、受賞者を代表して髙根建設

（株)の石神千谷代表取締役が謝辞を述べた。

　その後、駒田大会副実行委員長により「労働災害は

本来あってはならないものであることを今一度認識し、

安全衛生管理計画を樹立、実行し、真摯に労働災害

防止活動に邁進しなければならない。本大会を契機と

して、労働災害の撲滅に総力を挙げて取り組む。」と力

強く大会宣言が読み上げられた。

　続く特別講演では、元サッカー日本代表で現ブリオ

ベッカ浦安監督の都並敏史氏を講師に迎え『サッカー

における危機管理』をテーマに、じゃんけん大会も織り

交ぜつつ、細かすぎる要求や命令形の指示は時として

逆効果になることもある等、危機管理に関するとてもた

めになるお話をしていただいた。

　最後に、小原大会副実行委員長により閉会のことば

が述べられ、終始とても良い雰囲気の中で大会は幕を

閉じた。

第29回京葉分会建設業労働災害防止大会

　あけましておめでとうございます。

　建設業労働災害防止協会千葉県支部京葉分会並びに会員事業場の皆様方

におかれましては、新春をお健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。

　旧年中は、船橋労働基準監督署の業務運営につきまして格別のご支援、ご協力

を賜り厚く御礼申し上げます。本年も旧年同様どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、昨年の労働災害の発生状況に関してですが、建設業における当署管内で

の休業４日以上の災害は、新型コロナウイルス感染症によるものを除き11月末時点

での速報値で106人と前年同期と比較して19人増（＋21.8％）となっております。

　そのうち死亡災害は、建設業において昨年の2月に1人の尊い命が失われましたがその後は発生しておりま

せん。当署管内での全業種における死亡災害が11月末時点で７人であることは、皆様方が労使一丸となって

安全衛生活動を一つひとつコツコツと取り組んだ成果の表れであると思っており、この場をお借りして感謝申し

上げます。

　建設現場における労働災害は重篤な災害につながりやすく、多種多様な作業が行われている実態や特性

を的確にとらえたリスクアセスメントの実施に基づいた安全衛生対策が求められることから、今年も引き続き労

働災害の発生等に応じた労働災害の防止を進めてまいります。

　また、昨年4月から時間外労働の上限にかかる規制が建設業にも適用され、法令の趣旨・内容の理解を促

し、もって長時間労働抑制等に向けた自主的な取り組みを促進しております。

　そのため、今年も労働時間相談・支援コーナーでの相談対応を行うほか、取り組みが遅れがちな中小企業

などの事業場を個別に訪問するなど、引き続ききめ細やかな支援に努めてまいります。

　さらに、作業員の高齢化や日本全体で少子高齢化が進んでいる等が建設業の人手不足につながっている

と言われておりますが、未来の担い手の確保のためにも現場の週休2日を踏まえた適正な工期設定、工期ダン

ピングの禁止や千葉県最低賃金の遵守を踏まえた適切な労務費の確保など働きやすい労働環境の改善に

向けた見直しの必要性について、引き続き発注者等に理解と協力を呼び掛けてまいります。

　今年は巳年です。しなやかな蛇のようにどんな困難も乗り越え「安全で健康にはたらくことができる職場環

境」を実感できる年になりますよう、また貴会のさらなるご発展と会員事業場の益々のご繁栄を祈念いたしまし

て、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ

船橋労働基準監督署
署長　塩田 康夫
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　建設業労働災害防止協会（建災防、今井雅則会長）と建災防東京

支部（松井隆弘支部長）共催の、創立60周年記念「全国建設業労働

災害防止大会」が１０月３日、東京ビッグサイト（江東区有明）で開催さ

れた。「仲間の声で危険を防ごう、未来へつなぐ職場の安全」を大会ス

ローガンに４日まで開かれ、講演や安全衛生などに関する研究発表、

安全衛生功労者への表彰が行われたほか、保護具や安全標識なども

展示された。全国から関係者が集まる中、当分会からも髙山分会長を

はじめ、多数の会員が参加して労働安全衛生について学び、安全な

職場に向けてさらに意識を高めた。

　大会初日、約４,５００人が参加した総合集会の冒頭、今井会長が主

催者代表のあいさつに立ち、「建設業の労働災害は長期的に見れば

減少傾向にあり、年間死亡者数も建災防が創立された６０年前と比べ

れば約１０分の１と大幅に減少しているが、建設業の死亡災害は全産

業の約３割を占め、依然として一番多い」と現状を危惧。その上で「建

設業が憧れの産業として今後も安定的に発展するためには、建設工

事に従事するすべての方々が安全で安心して働くことのできる魅力あ

る職場環境づくりが非常に重要となる。本大会を契機に、より一層の労

働災害防止活動へ尽力することを誓う」と決意を表明。

　続いて、石破茂内閣総理大臣、福岡資麿厚生労働大臣、斉藤鉄夫

国土交通大臣、小池百合子都知事の祝辞が代読され、長年にわたる

積極的な労働災害防止活動を称えるとともに、労働災害の撲滅に向

けた一層の取り組みに期待を寄せた。

　また、大会実行委員長を務める松井支部長が「建設業における安

全衛生水準をより一層向上させるとともに、皆さまにとって実りある大会

になることを祈念する」と述べたのに続き、災害防止に多大な貢献を果

たされた方々への各種表彰が行われた。

　なお、当日、当分会からは、次の方が表彰されました。

　　受賞者　優良賞　川城建設㈱

　　　　　　　　　　福葉水道㈱

　　功労賞　千葉ロードサービス㈱　西原　勝徳　様

　表彰に続き、建設労務安全研究会理事長で、大会副実行委員長の

細谷浩昭氏から、「店社・作業所の安全衛生管理体制の確立および

“墜落・転落災害撲滅キャンペーン”等をはじめとする三大災害防止

対策の実施」「リスクアセスメントの確実な実施と建設業労働安全衛生

マネジメントシステム（コスモス）の導入促進」「建設現場におけるメンタ

ルヘルス対策の定着と“新ヒヤリハット報告”の普及促進」「健康確保

対策や高年齢労働者の労働災害防止対策の推進」―を柱にした『安

全の誓い』が宣言され、参加者一同は労働災害の撲滅に向けて決意

を新たにした。

　その後、厚生労働省労働基準局の井内努安全衛生部長が「労働

安全衛生行政の動向について」をテーマに講演、和太鼓音楽集団

「東京打撃団」によるパフォーマンス披露、脳科学者の茂木健一郎氏

による「ワーク・エンゲイジメントを高めるための脳のつくりかた～不安

全な判断や行動をしないためにも～」と題した特別講演と進み、１日目

は盛会のうちに終了した。

　２日目は、東京国際フォーラムほかで専門部会が開かれ、建築、土

木、安全衛生教育、低層住宅、コスモス、メンタルヘルス、ＩＣＴ―の各

部会の会員企業などが、それぞれの取り組みや、成果をあげた最新の

安全衛生管理活動などを発表した。今大会では新たに「６０周年記念

部会」が創設され、２０２４年問題をはじめとした、人手不足や職場環

境改善等、建設業を取り巻く多様な問題が扱われた。

　さらに大会開催期間中は、建設業労働災害防止協進会による「安

全衛生保護具・測定機器・安全標識等展示会」が同時開催された。

最新の安全衛生保護具や測定機器など、カタログなどでしか目にする

ことができなかった商品を実際に手に取り、メーカー等から直接説明を

聞ける機会ということもあり、会場内は活気にあふれていた。

「創立60周年記念」全国建設業労働災害防止大会
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業 種 事故の型 災 害 発 生 状 況 あなたの職場に類似の
作業内容はありますか

1 その他の
土木工事業 転倒 法面復旧工事のため、車両系建設機械で大型土嚢を運搬途中、法肩から横転して

地面と機械との間に挟まれた。 □( )

2 道路建設工事 墜落・転落 アスファルト舗装の打ち替え工事にて、コンバインドローラーで転圧作業中に、
路肩から水路に転落してコンバインドローラーに挟まれた。 □( )

3 港湾海岸工事 激突され 浮きクレーンを係留するため、海底に突き刺す杭を当該クレーンで吊り上げ、杭
の固定用ピンを引き抜こうとしたところ、当該固定用ピンが跳ね上がり激突した。 □( )

4 上下水道工事 崩落・倒壊 下水管交換のため、深さ２ｍの掘削溝に入り作業を行っていたところ、掘削溝の
側面が崩落した。 □( )

5 その他の
土木工事業 墜落・転落 立木に登りチェーンソーを用いて枝の伐採後、高さ５ｍの位置から地面に墜落し

た。 □( )

6 その他の
建設工事業 墜落・転落 屋根改修工事において、高さ約７ｍの屋根上面で作業中、屋根材を踏み抜き墜落

した。 □( )

7 機械器具
設置工事業

高温・低温
の物との接触

熱交換器の部品交換中、約200℃の軽油が噴出し同作業に従事していた者のうち
１名が火傷を負い、死亡した。 □( )

8 電気通信
工事業 崩壊・倒壊 高さ約８ｍの立木の伐木作業中、根元部分に切れ込みを入れたところ立木が倒れ、

同作業者に激突した。 □( )

9 機械器具設備
工事業 爆発 タンクの床板改修工事にて床板の溶接を開始したところ、タンク内で爆発が発生

した。溶接開始前、タンク内を引火性物質が含有されている洗浄剤で洗浄していた。 □( )

直近５年間における建設業の死亡災害発生状況を
見ると、実に３分の１強が墜落・転落災害となって
います。
墜落・転落災害と言うと、高所からの墜落が最多
を占めていますが、車両系建設機械ごと転落し同機
械と挟まれて死亡する災害も増加しています。
高所からの墜落災害防止対策として、フルハーネ
ス型墜落制止用器具等の使用徹底をご確認くださ
い。
車両系建設機械の転落災害防止対策として、作業
現場に見合った作業計画書の作成、及び計画どおり
の作業遂行を行いましょう。

令和６年における建設業の労働災害発生状況と対策について

※作業内容を確認し、類似の作業内容があるか確認しましょう。
類似の作業内容がある場合は、改めてリスクアセスメントを実施し作業計画等を見直してください。

千葉県内の建設業にて、令和６年１月１日から９月30日までの期間で９人の労働者が死亡する労働災害が発生
しています。事業者の皆様におかれましては、下表の同種災害をはじめ、全ての労働災害の減少に向け、事業場内
の安全衛生活動の総点検をしていただくようお願いします。

【９月末時点における建設業の死亡災害】【労働災害防止ピクトグラム】
建設業の労働災害の原因となっている事項をピクトグラム
化しました。ピクトグラムは千葉労働局HPに掲載しておりま
すので、画像をダウンロードして、ご活用ください。

資格証・携帯
資格が必要な仕事では、必ず
資格を取得し携帯しましょう。

過荷重吊り禁止
吊り荷に見合った能力を持っ
た機械を選定しましょう。

ハーネス着用
ハーネスの着用が必要な箇所
である旨掲示しましょう。

千葉県内の建設業で働く皆様へ

ハーネス使用箇所
ハーネスが必要な箇所である
旨掲示しましょう。
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（R6.10）千葉労働局 各労働基準監督署

ピクトグラムは千葉労働局ＨＰへ☞
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♪屋上（地上80m）にて集合写真♪

微粉炭機

蒸気タービン

優良事業所見学会 ～JERA横須賀火力発電所～

詰め将棋

回答
第７１回掲載問題 ▲1二角　△同龍　▲３三桂成　△同銀　▲２五銀打ちまで
5手詰目問題 ▲３四桂　△同歩　▲３三龍　△同玉　▲３二金打ちまで
３手詰目問題-1 ▲1四角成　△同龍　▲2六飛成まで　
３手詰目問題-2 ▲５五飛　△同玉　▲５六銀左まで　
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3手詰目問題-2

馬

　令和6年12月12日（木曜日）建災防京葉分会の優良事業

所見学会が行われ、冷え込みは厳しいながらも澄み渡った

師走の空の下、分会長以下会員24名と多くの方々が参加し

ました。

　JERA（ジェラ）とは、東京電力と中部電力との合弁企業

であり、日本国内の火力発電・ガス事業を中心に燃料の上

流開発・調達・輸送から火力発電所の建設・運営までを手

掛ける総合エネルギー企業です。

　因みにJERAという社名は、Japanの頭文字、energyの頭

文字に、era（時代）という語を組み合わせたもので、「日本の

エネルギーを新しい時代へ」という意味が込められています。

　今回訪れた横須賀火力発電所は、山と海に囲まれた風

光明媚な三浦半島の東岸に位置し、自然環境に配慮、最新

鋭の設備の導入や地域共生に取組みを推進し、2023年に

世界最高レベルの効率を誇る石炭火力発電所として再構

築されました。

　発電所到着後コントロールルームにて、担当職員から場

内における注意事項及び発電所の概要を動画視聴した後

に、２班に分かれて見学を開始しました。

　初めに当発電所の心臓部である蒸気タービンを見学。

　3000回転/分という巨大なタービンに圧倒されましたが、

静粛性が保たれ担当職員の説明も違和感なく聞き取れるこ

とができました。

　次はエレベータに乗込み移動「微粉炭機」を見学。

　微粉炭機とは、ボイラー内での石炭の燃焼効率を良くす

るため、石炭を微粒子上になるまで粉砕し、バーナーへと供

給する機械設備です。（通称：ミル）

　当発電所では、石炭供給量45t/hの微粉炭機が常に5台

稼働し、ボイラを燃焼させています。

　燃焼した石炭の排ガスは、脱硝装置、脱硫装置を経由し

排炎のクリーン化を図った後に排出されると供に、燃焼灰

は、コンクリートや石膏ボード等の原材料として再利用され

ているとのことです。

　見学終了後、コントロールルームに戻り質疑応答を行う中

で、当発電所の石炭使用量は1万t/日、貯炭量は10万t 、全

てを輸入に頼っているとのこと。

　発電量は総出力：130万kW（約40万世帯分に相当）では

ありますが、原発1基分と同じレベルとの説明がありました。

　改めて日本が抱えているエネルギー問題

　　① エネルギー自給率の低さ

　　② 化石燃料依存度の高さ

　　③ 再生可能エネルギーの普及の遅れ

　原発の再稼働を含め、皆で考えていく良い機会と感じた

見学会でありました。

建設現場安全パトロール
　晴天に恵まれた6月27日（木）、京葉分会が３班に分かれ

建設現場安全パトロールを行いました。

　３班（習志野・八千代地区）７名は、京成大久保駅前のマ

ンション建設現場へまずは伺いました。

　周辺にある日本大学の学生向けの１２階建てマンションで

したが、特色は１階に食堂が完備されている珍しいタイプの

マンションでした。

　商店街の中にある狭小地な為、通学時間帯の搬入を避

けたり、タワークレーンでの荷下ろしに工夫をしたりと第３者

災害に気を配っていました。

　熱中症対策や休憩スペースにも気を配られており、ス

ペースを有効に活用し安全に努めていました。

　続いての現場は、

大成建設（株）が施

工するダブルランプ

式の物流倉庫でし

た。この現場は常時

２００～２２０名が作

業を行っており、下請各社から各国の技能実習生が働いて

いました。

　中でもインドネシアやベトナムの方々が多くみられました

が、各国の言語でのＫＹ用紙を準備して一人一人が安全を

理解できるように工夫されていました。これからの日本の建

設現場には必要な工夫かもしれません。

　その他にも敷地内

に送電線の鉄塔が

あり、送電線対策と

して空中に赤外線を

張り巡らせるというシ

ステムを紹介してもら

いました。

　これはクレーン等があらかじめ決められた禁止領域に侵

入し、赤外線を遮断すると警報装置が作動してスピーカー

から音声にて警告を発するものでした。規模は違いますが

我 も々架空線事故対策には気を使いますし、小規模工事に

も対応出来るシステムであったらと思いました。

　今回の現場パトロール通じて思ったことは、安全は小さな

ことの積み重ねだと思ったことです。

　大型現場でも我々よりも小さなことをコツコツとやっている

姿に、早速自社に帰って取り入れようと勉強になった建設現

場安全パトロールでした。

京葉分会だより No.76令和7年1月1日号 京葉分会だより No.76令和7年1月1日号
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冬に温まろう全国のおでん特集 
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 

　令和６年度千葉県建設業労働災害防止大会が

全国安全週間後、７月８日に京成ホテルミラマーレ

にて開催されました。

　大会は、労働災害において尊い命を失った物故

者に対する黙祷の後、松本信夫副支部長による開

会宣言で盛大に開会されました。

　戸邊昌之支部長の挨拶では、来場者へは業務運

営への協力の御礼、受賞者へは日頃の安全衛生管

理の実績を評価すると共に祝辞を述べ、優れた知

識、経験を次世代の育成に繋げてほしいとし、昨年

の死亡災害は１０件、残念ながら２年前からの一桁

より多くなっており、昨年４月から国は第１４次労働局

労働災害防止計画を、県災防は第９次建設業労働

災害防止計画をスタートさせたとしました。この第９

次計画では第８次計画期間の死亡災害平均件数に

対して１５％以上の減少とする目標を掲げ、千葉県で

は平均死亡件数８件以内とする目標にしているが、

本年はすでに６件の死亡災害が発生しており、残り

半年、予断を許さない状況になっていると警鐘を鳴

らしました。参加者には死亡災害の撲滅に向けてよ

り一層の尽力を求めると共に、今後の酷暑期を迎え

ての熱中症対策、集中豪雨対策等、屋外産業の宿

命を抱えている事への再認識を呼びかけました。

　来賓を代表して岩野剛千葉労働局長が祝辞を述

べたほか、熊谷俊人千葉県知事、神谷俊一千葉市

長、今井雅則建設業労働災害防止協会長からのメッ

セージがそれぞれ紹介されました。

　表彰式において、本分会から千葉県支部長表

彰優良賞（会社）として、櫻工営株式会社、功労賞

として千葉建設株式会社・澁谷保治、千東建設株

式会社・田口孝一（敬称略）、３社が受賞となりまし

た。

　受賞者を代表として福井電気株式会社・八木信

行氏の謝辞の後、大会宣言が高らかに宣言されま

した。

　休憩後に合同会社ソナエルワークス代表・備

え・防災アドバイザー高荷智也氏の特別講演が行

われ、テーマ：「想定外を想定内に」～地震・水

害・噴火・感染症、想定されている日本で生じる自

然災害を知る～をサブテーマにパワーポイントを

使用し、それぞれへの情報収集方法、たとえば、

「重ねるハザードマップ」の使用など対応策をレク

チャーし、正しい防災とは死なずに無事避難所へ

たどり着くことが重要であると、被災時の考え方の

方向を示してくれたことを学んだ後、閉会となりま

した。

令和６年度 千葉県建設業労働災害防止大会
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女性経営者座談会 Vo l . 7

　12月12日、女性経営者座談会を取材したいと、かねて

から依頼がありました日刊建設タイムズ社の宇田川記者

の取材を受けながらの座談会となりました。

　参加メンバーは、分会長の髙山貴子氏（本田土木工

業（株））石神千谷氏（髙根建設（株））

　柴田久恵氏（土佐工業（株））堺千種氏（カネケン京葉

コミュニティ（株））星名千子氏（福葉水道（株））

　菅井詠津子（（株）中川組）の6名

　この日は、建災防の優良事業所見学会も実施され、

早朝から西船橋に集合し、JERA横須賀火力発電所を

見学。

　お昼に三崎のまぐろづくしをいただき、横須賀軍港め

ぐり観光。帰路は渋滞に巻き込まれながらお台場のイル

ミネーションに輝くガンダムの足元にある公衆トイレに寄り

西船橋まで帰ってきました。

　その後、船橋の本田商店へ移動。疲れるかなと思い

ましたが、さすが女性経営者のパワーは凄いです。

宇田川記者の取材：「どういった経緯でこの会が発足さ

れましたか？」

　2019年から2020年にかけてカネケン京葉コミュニティ

の堺社長、高根建設の石神社長、そして中川組の私菅

井と、女性の新米社長が続けて誕生しました。

　右も左もわからない私達3人新米社長に京葉分会会

長、本田土木の髙山会長が、編集委員への参加をお声

がけくださいました。

　コロナ禍真っ最中、人と会う事がままならない不安ば

かりの時に声をかけて頂きました。これがきっかけです。

　初回の座談会の時の話は、今でも笑い話です。

　不安しかなかった私が「私には無理ぃ～（泣）」と、半

べそをかいた事。今では「騙されたっ！」と。

　その後もゴルフ経験のない私がいきなりコンペに参加

すると言ったり、ゴルフクラブを買いに髙山会長を市川ま

で呼びつけ買い物に付き合わせたうえ、送らせた。等々。

（本当にありがとうございました。）

　心の広い髙山会長、子育てや冊子のけんせつ姫の

発行など多忙な中でも頑張って社長業をされている柴

田社長に色 と々教えて頂き、この座談会も回数を重ね、

福葉水道の星名さんも参加されるようになり、にぎやか

になって行きました。

　今では、お互いを親しみを込めた下の名前で呼び合

うようになり、プライベートで旅行にも行くくらい仲良しに

なりました。

　色 と々話が脱線ばかりの私たちへの取材はとても苦

労されたと思います。

　気取る事なく、いつもの私達を見て頂けたと思います。

　今回は取材を受けた私たちの様子をお届けしました。

発見！
あなたの近くの素敵なお店

Pizzeria Bar Trico 船橋店

047-401-5755

�橋���1-11-12ウィンクレスト1F

17:00～23:30 平日

@pizzeria_bar_trico

14:00～23:30 土日祝

今回はJR船橋駅から徒歩5分!!
路地裏にある船橋の隠れ家的イタリアン

Pizzeria Bar Trico 船橋店をご紹介いたします。
薪釜で焼き上げる本格ナポリピッツァや

30種ほどのワインが楽しめます。
店内には白い大きな石窯があり

とても雰囲気のある素敵なお店です。
船橋にお越しの際には是非お立ち寄りください。
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無事故の歳末 明るい正月

栃木県 華厳の滝

建設業労働災害防止協会千葉県支部京葉分会

www.kensaibo-keiyo.com

出　会　い
　今年この歳になって念願の娘ができました！！

　女の子のいるママ達をいつもうらやましいと思っていました。

　娘と一緒に旅行したり、お芝居観に行ったり、恋バナした

り・・・これからは少しそういったこと味わえるかな！ と思える人

生に係る嬉しい出会いでした。この出会いは私にとって大き

な価値ある事だと思っています。

　「人が生きているのは神様が必要だと思っているから生か

されているのだ」という言葉を時折耳にしますが、出会いもまた

偶然の出会いというよりはやはり神様のお導きの元、出会っ

ているのではないか・・・

　夫婦になったり、親友になったり、仕事のパートナーであっ

たり、時には何かに対する敵であったり、出会って色々な形で

お付き合いしていくうちに、何かしらの影響を受けて、自分自身

をまた相手を成長させて行くのではないだろうか。

　今回この雑感の記事のテーマをあれこれ考えている中で、

この数年の自分に起こったことで、一番大切な出来事だった

のは何か？それはたくさんの方 と々の出会いではなかったのか

と改めて考えました。

　特にコロナの始まった頃より、悲しかったり、寂しかったり、

辛かったり、といういくつもの別れがありました。

　そしてまたそれと同時に素晴らしい出会いもたくさんありました。

　尊敬できる方、共感できる方、頼りにしたくなる方、親身に

なってくださる方、面

白い方、可愛らしい

方・・・

　今まで私の周りに

はいなかったような

方 と々の出会いもた

くさんありました。

　その時は自分にとっての試練の時と思って、早く3年も4年

も経ってくれたら、少しは良くなっているのではと思いながらこ

の数年過ごしてきましたが、その中で本当に多くの素晴らしい

出会いに恵まれ、まんざら試練の時ではないのかも、出会いの

時だったのかもと思えるようにもなりました。

　今日までやってこれたのもその方々のおかげです。

　人と出会うという事は人生にとって、刺激であり、向上心で

あり、心を豊かにするものであり、喜びを生むものであり、時に

は悲しみを生むものかもしれませんが、かけがいのないことであ

ることは間違いありません。人生振り返って小さいころから現

在に至るまで私という人間を生み育ててくださった多くの方々

との出会いに、心から感謝します。

　またこれから先の素敵な出会いに大きな期待と幸福感を

持って、前向きに頑張っていこうと、2025年も素晴らしい出

会いがあることを楽しみにしている今日この頃です。

事務局からのお知らせ

1月23日 安全祈願祭（成田山新勝寺）

4月 定例理事会、編集委員会

5月16日 通常総会（浦安ブライトンホテル）

6月  6日 全国安全週間実施要領説明会

6月20日 定例理事会

6月中旬 第１回建設現場パトロール

7月  7日 千葉県建設業労働災害防止大会

 （京成ホテルミラマーレ）
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